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４

営
利
企
業
へ
の
従
事
等
の
制
限

職
員
は
、
任
命
権
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、

商
業
、
工
業
又
は
金
融
業
そ
の
他
営
利
を
目
的
と
す

る
私
企
業
（
以
下
「
営
利
企
業
」
と
い
う
。）を
営
む

こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社
そ
の
他
の
団
体
の
役
員
そ

の
他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
地
位
を
兼
ね
、
若

し
く
は
自
ら
営
利
企
業
を
営
み
、
又
は
報
酬
を
得
て

い
か
な
る
事
業
若
し
く
は
事
務
に
も
従
事
し
て
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
勤
職
員
（
短
時
間
勤
務
の

職
を
占
め
る
職
員
及
び
２
の

の

に
掲
げ
る
職
員

を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
三
八
条
第
一
項
関
係
）

５

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

任
命
権
者
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

毎
年
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
２
の

の

に
掲
げ
る
職
員
の
任
用
、
人
事
評
価
、
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
、
休
業
、分
限
及
び
懲
戒
、

服
務
、
退
職
管
理
、
研
修
並
び
に
福
祉
及
び
利
益
の

保
護
等
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
を
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
八
条
の
二
第
一
項

関
係
）

二

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
関
係

一
の
２
に
伴
い
、
一
の
２
の

の

に
掲
げ
る
職
員

に
対
し
、
期
末
手
当
の
支
給
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、
給

付
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇

三
条
の
二
及
び
第
二
〇
四
条
関
係
）

三

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

廃
炉
等
積
立
金

廃
炉
等
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理

イ

廃
炉
等
を
実
施
す
る
認
定
事
業
者（
以
下「
廃

炉
等
実
施
認
定
事
業
者
」
と
い
う
。）は
、
廃
炉

等
の
適
正
か
つ
着
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た

め
、
機
構
の
事
業
年
度
ご
と
に
、
当
該
事
業
年

度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
、
機
構
が
通
知
す
る

額
の
金
銭
を
廃
炉
等
積
立
金
と
し
て
積
み
立
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条

の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

ロ

廃
炉
等
積
立
金
は
、
機
構
が
管
理
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
五
五
条
の
三
第
三
項
関
係
）

廃
炉
等
積
立
金
の
額

イ

廃
炉
等
積
立
金
の
額
は
、
運
営
委
員
会
の
議

決
を
経
て
、
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ

て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
機
構

は
、
廃
炉
等
積
立
金
の
額
を
定
め
、
又
は
こ
れ

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
の

認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、

主
務
大
臣
は
、
当
該
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の

四
第
一
項
〜
第
四
項
関
係
）

ロ

機
構
は
、
イ
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
当
該
認
可
に
係
る
廃
炉
等
積
立
金
の
額

を
廃
炉
等
実
施
認
定
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の
四
第

五
項
関
係
）

ハ

主
務
大
臣
は
、
廃
炉
等
実
施
認
定
事
業
者
の

廃
炉
等
の
実
施
の
状
況
等
に
照
ら
し
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
廃
炉
等

積
立
金
の
額
の
変
更
を
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の
四

第
六
項
関
係
）

廃
炉
等
実
施
認
定
事
業
者
の
届
出

廃
炉
等
実
施
認
定
事
業
者
は
、
毎
年
度
、
廃
炉

等
の
実
施
の
状
況
、
廃
炉
等
の
実
施
に
関
す
る
計

画
等
を
機
構
を
経
由
し
て
主
務
大
臣
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の
五

関
係
）

廃
炉
等
積
立
金
の
運
用
等

機
構
は
、
国
債
そ
の
他
主
務
大
臣
の
指
定
す
る

有
価
証
券
の
保
有
等
の
ほ
か
、
廃
炉
等
積
立
金
を

運
用
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
廃
炉
等
積
立
金
の

運
用
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
。（
第
五
五
条
の
六
〜
第
五
五
条
の
八
関
係
）

取
戻
し

廃
炉
等
実
施
認
定
事
業
者
は
、
廃
炉
等
の
実
施

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
等
の
場
合
に
は
、
機
構

と
共
同
し
て
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け

た
廃
炉
等
積
立
金
の
取
戻
し
に
関
す
る
計
画
に

従
っ
て
廃
炉
等
積
立
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の
九
関
係
）

立
入
検
査

主
務
大
臣
は
、
廃
炉
等
積
立
金
の
管
理
等
の
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、そ
の
職
員
に
、

廃
炉
等
実
施
認
定
事
業
者
の
営
業
所
等
に
立
ち
入

り
、
帳
簿
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
機
構
に
立

入
検
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

と
と
も
に
、
立
入
検
査
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を

設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
五
条
の
一
〇
関
係
）

３

区
分
経
理

機
構
は
、
廃
炉
等
積
立
金
に
係
る
経
理
を
一
般
の
経

理
と
区
分
し
、
廃
炉
等
積
立
金
に
係
る
勘
定
を
設
け
て

整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
八
条

の
二
関
係
）

４

罰
則

立
入
検
査
の
拒
否
等
に
つ
い
て
罰
則
を
定
め
る
な

ど
、
罰
則
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
。（
第
七
四
条
、
第
七
五
条
及
び
第
七
八
条
関
係
）

５

施
行
期
日
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
五
条
関

係
）こ

の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
法
律
第
三
〇
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

機
構
の
目
的

こ
の
法
律
の
目
的
に
、
廃
炉
等
積
立
金
の
管
理
等
そ

の
他
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
廃
炉
等
の
適
正
か

つ
着
実
な
実
施
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
追
加
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

業
務業

務
の
範
囲
等

原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。）の
業
務
に
、
廃
炉
等
積
立
金

の
管
理
等
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を

追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
関
係
）

業
務
方
法
書
に
は
、
廃
炉
等
積
立
金
に
関
す
る

事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
三
六
条
第
二
項
関
係
）

機
構
は
、
毎
事
業
年
度
、
廃
炉
等
積
立
金
管
理

業
務
に
関
し
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
作

成
し
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
毎
事
業
年
度
終
了

後
、
廃
炉
等
積
立
金
管
理
業
務
に
関
し
事
業
報
告

書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
六

条
の
三
関
係
）

資
金
援
助
の
申
込
み
を
行
う
場
合
に
提
出
す
る
書

類
の
追
加

廃
炉
等
を
実
施
す
る
原
子
力
事
業
者
が
第
四
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
援
助
の
申
込
み
を
行
う

場
合
に
は
、
廃
炉
等
の
実
施
に
関
す
る
方
針
を
記
載

し
た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
四
一
条
第
三
項
関
係
）

◇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公

国
と
の
間
の
協
定
（
条
約
第
九
号
）（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
日
本
国
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
の
間
で

年
金
制
度
、
医
療
保
険
制
度
等
の
適
用
調
整
を
行
う
と
と

も
に
、
両
国
で
の
保
険
期
間
の
通
算
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
お
け
る
年
金
を
受
給
す
る
権
利
を
確
立
し
、
も
っ
て

両
国
間
の
人
的
交
流
・
経
済
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
大
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１

総
則協

定
の
対
象
は
、
日
本
国
に
つ
い
て
は
、
年
金
制

度
に
関
し
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
と
し
、

医
療
保
険
制
度
に
関
し
、
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険

法
、
国
民
健
康
保
険
法
、国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
、

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
、
私
立
学
校
教
職
員
共

済
法
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
実
施
さ
れ
る
制
度
と
し
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に

つ
い
て
は
、
老
齢
、
障
害
及
び
遺
族
に
関
す
る
年
金

保
険
並
び
に
疾
病
及
び
出
産
に
係
る
保
険
、
労
働
災

害
及
び
職
業
上
の
疾
病
に
係
る
保
険
、
介
護
保
険
、

失
業
給
付
並
び
に
家
族
給
付
と
す
る
。（
第
二
条
関

係
）協

定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け

て
い
る
か
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
等
に
つ
い
て

適
用
す
る
。
第
三
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
一
方

の
締
約
国
の
領
域
内
に
通
常
居
住
す
る
も
の
は
、
当

該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
に
際
し
、
当
該
一

方
の
締
約
国
の
国
民
と
同
等
の
待
遇
を
受
け
る
。（
第

三
条
及
び
第
四
条
関
係
）
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